キワメテ ミツナ ブナ テンネンリン ノ ジャクドリンカン キリスカシ ニカンスル テンネン コウシンロンテキケンキュウ (1) : セイミツ チョウサク ニオケル ガジュ ノ ハッセイ セイゾン ノ ケイカ by 菊池  捷治郎
山形大学紀要 (農学)第9巻第4号，昭和60年 1月




菊 池 捷治 郎
(山形大学名誉教授)
(昭和59年9月 1日受理)
Untersuchungen uber die Naturverjungung durch die schwach巴 Lockerung
des Kronenschlusses im auserst dichten Buchennaturwald ( 1 ) 
Der Verlauf der Entst巴hungund des Bestehens der ]ungwuchs巴
auf der prazisen Versuchsflach巴
Shojiro KIKUCHI 
Professor emeritus， Yamagata University 
(Received September 1， 1984) 
目次
緒論....・H ・...…...・ H ・-…..・H ・.....・H ・...……...…...…… …・...…-…一..・H ・-……-・….12
1.研究体系との関連・……....・ H ・..…・.....・H ・ぃ ……-・……………...一….......・H ・.12
2. 研究の場所と年次・..・H ・.…・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 
3.取りまとめの進め方と本報の内容..・H ・-・…・・-………..…・………....・H ・...・H ・.…・…・14
第1節 伐採前の発生良好昔日と不良部を横ぎるベルトにおける稚樹の発生一生存
の経過一一林分N，Br...........................................・H ・..…14
1 . 研究の方法と結果…・・・・・・・・・・ ・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・16
1.伐採前後の稚樹状態…...・H ・....................................，......…16
2.稚樹の発生年次経過…・…・…・-…・一… -…… ...・H ・..・H ・...・ H ・.・ H ・...・H ・..・H ・.....18
3. 林冠被覆の変化………‘・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・19
4; プナ以外の樹種一樹穣級・H ・H ・.・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19
I. 区分ごとの考察・H ・H ・-・4・.....・H ・..….....・・… .・..……………...・H ・-…… ・……………・ 21
A. 区分 Iの天然下種について・H ・H ・.…・ … .，・H ・.…………………..・H ・.・ ….':'….・H ・.…21
1.林冠の伐りすかしとプナの天然下種経過…...・H ・… ・…....・ H ・..・H ・モH ・H ・..・H ・..・M・ ・..21
2.林冠被覆およびササ，低 ・高木I， Iとの関連...… …・…………・ …… …… -……・・…22
3.更新伐と しての効果…...・H ・.….....・ H ・..・H ・………・……・…・……・・……・…………………23
B. 区分Eの天然下種について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・………・24
1.林冠の伐りすかしとブナの天然下種経過...・H ・..・ H ・-・………..・ H ・.… .....・H ・-…-・...24
2. 林冠被覆およびササ， 低 ・高木I， Iとの関連・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・お
3. 更新伐としての効果………...・..………・……..・H ・..・H ・...・H ・..・H ・-…...・H ・-…H ・H ・...25
C.区分Eの天然下種について…・H ・H ・....…...・H ・，..・H ・..……...・H ・.……………….，・H ・-目……25
1.林冠の伐りすかしとプナの天然下種経過..・H ・.…...・H ・-…'"・H ・..・H ・...・H ・.，..・H ・..・H ・.25
2.林冠被覆およびササ， 低 ・高木I， Iとの関連-…・…...・ H ・..・H ・H ・H ・...…...・H ・-…...・H ・...26




1.研究の方法と結果….......・H ・.・H ・..・H ・........・H ・-……・・H ・H ・-………H ・H ・-…...・……29
1.伐採前後の稚樹状態…・……H ・H ・-……...・H ・...・H ・...…..・H ・......………・….........……29
2. 林冠被覆の変化...・H ・....・ H ・...・H ・H ・H ・-…-……-…-….・H ・..・・・・.....…・…………29
3. ブナ以外の樹種……………一…….......・H ・-…...・H ・-…....・.…・…...・H ・..………...・H ・-…30
n. 区分ごとの考察....・H ・..…………・・………………...・H ・-…………………………・・…・… .31
A. 区分 Iの天然、下種について……...・H ・..…..・H ・..……・-……・・.....・H ・-・・…………・….....31
1.林冠の伐りすかしとブナの天然下種経過・………・………...........・H ・-一……………31
2.林冠被覆およびササ，低・高木I， Iとの関連……・………・・・……・……………...・H ・..32
3.更新伐としての効果...・H ・..…… ・…・・…・……………….，・H ・.….・H ・.……..・H ・..……33
B.区分Eの天然下種について・・-…-……・・……….....・H ・.・H ・..……..・H ・....…・...・ H ・H ・H ・.3
1.林冠の伐りすかしとフ、ナの天然下種経過……...・H ・-…..・H ・...………・・…..・H ・...……・・…・ .33
2.林冠被覆およびササ，低・高木I， Iとの関連…………...・H ・....・H ・-……-・……...・H ・..34
3.更新伐としての効果… .・H ・...・H ・...・H ・........……・-……..・ H ・...・H ・...・H ・...・H ・-…・34
要 約…...・H ・-・……...・H ・-…・…・……・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ … ・-……34 




























































緩斜地でp 土壌は深，軟，適.伐採前はp 胸高直径 16cm以上 (2cm括約)がヘクタ ール

















































0...= 'jl 20m 圏 320、
図-1. プナ稚樹の発生状態およびベルト， コドラートの位置 伐2前:林分W



































































2. 多年生稚樹のほうは， a)伐 2前には少なかったが， b)伐13後には全域的に多数
生存するようになった.
そこで，伐採前の発生の良否によって，このベルトを次のように区分した.
区分 I 枠20-73 伐採前の発生は良好
I 74-136 " 不良(1)






























1936以前 山 (300)| 31.1 (3.00) 
1937(豊翌) 伐2前 28.9 (2.54) 前生稚樹
1939 2.2 (1.00) 
1941( " 伐3後 58.8 (1.96) 
後生稚樹 76.1 (6.09) 1942 2.2 (1.00) 
1944( " 伐6後 68.9 (5.16) 
1947 20.0 (1.11) 
1951( " 伐13後 0.0 新規発生不良化
1953 伐15後 0.0 
1936以前 4.3 (1.00) 
前生稚樹 8.7 (1.50) 
1937(豊翌) 伐2前 6.5 (1.33) 
1941( " )伐3後 45.7 (1.76) 
後生稚樹 89.1 (3.56) 
E I 1944( " )伐6後 80.4 (2.95) 
1947 6.5 (1.00) 
1951( " 伐13後 0.0 新規発生不良化
1953 伐15後 4.3 (1.00) 
1941(豊翌) 伐3後 0.0 発生未良化
1944( " )伐6後 56.3 (3.33) 発生良化
rn I 1951( "伐13後 6.3 (1.00) 



































































































































































































































































言十 36 29 82 114 30 
注:有 無・・当核樹種が伐2前にはあったが，伐13後には無かった枠.有一有…伐2前にも伐13
後にもあった枠.無ー有・・伐2前には無かったが，伐13後にはあった枠.本数の前，後は，
伐2前と伐13後，枠数の計，合計は延べ枠数，枠は 1x 1 rn. 





















があり，さしずめササおよび低 ・高木 1，I (低・ 高木Iと同Eの意，以下同じ)が考えら
れるが，はたしてどうか.
よって，区分を一つのケースとみて，それぞれ， 1)伐採前後におけるブナの天然下種




























表-3.稚樹およびササ，低 ・高木 1.nの状態一一伐2前，伐13後:林分N.九一区分 I
高階別平均本 数
樹 種 調査年出現率(本数)
0.2~ 0.5 0.5~1 ~0.2 1~2 2~4 4~8m 
ブナ稚樹伐2前
79661(本(9f.n5112)) ・…7…2・4….......・ H ・-…...・ H ・. . .本Im2 •••• •••••••••••••• •••.••• • • • •••7..2.4
当年生伐13後 2.2( 1.00) 0.02 0.02 
ブナ稚樹伐2前 28.3( 2.54) 0.63 0.07 0.02 0.72 
多年生伐13後 84.4( 8.47) 5.05 1.76 0.31 0.04 7.16 
伐2前 67.4 ( 3.84) 2.59 2.59 サ サ伐13後 86.7( 5.36) 4.64 4.64 
伐2前 100.0(17.02) 7.54 6.65 1.85 0.74 0.24 17.02 
低・高木I 伐13後 100.0(17.27) 5.13 8.11 2.16 1.09 0.67 0.11 17.27 
増 A減 企0.64 0.89 0.25 
伐2前 100.0(17.74) 8.17 6.72 1.87 0.74 0.24 17.74 
低・高木E 伐13後 100.0(24.42) 10.17 9.87 2.47 1.13 0.67 0.11 24.42 
増 A滅 5.75 0.93 6.68 
目される.



































そこで， この発生不良化が〔発生+・生存+)の後に現れているので， 低・高木I ~.こ注
目する すなわち，伐採後の後期には， a)緩徐ながらササ，低・高木Iの発達が進み，









































樹 種 調査年出現率(本数) 0.2~ 
0.5 0.5~1 





………………………本1m2....... ... ... . .................Ó..2.~ 
当年生伐13後 0β( 0.00) 0.00 0.00 
ブナ稚樹伐2前 13.0( 1.33) 0.11 0.02 0.04 0.17 
多年生伐13後 93.5( 4.26) 1.90 1.85 0.17 0.02 0.02 0.02 3.98 
伐2前 73.9( 3泣) 2.46 2.46 サ サ伐13後 91.3( 5.93) 5.41 5.41 
伐2前 100.0(12.28) 4.22 5.80 1.65 。目48 0.13 12.28 
低・高木I 伐13後 100.0( 15.07) 4.22 6.67 2.59 1.11 0.46 0.02 15.07 
増 A滅 1.81 0.98 2.79 
伐2前 100.0(12.46 ) 4.33 5.83 1.65 0.48 0.17 12.46 
低・高木E 伐13後 100.0(19.04) 6.11 8.52 2.76 1.13 0.48 0.04 19.04 
増 A減 5.58 1.00 6.58 






不良であった. a) スゲの類がまばらに生えていて p 発生良好部より土湿がいくらか強い
ようであったから，土地そのものの条件がブナの発生に適しないための発生不良なのかp












































樹 種 調査年出現率(本数) 0.2~ 
0.5 0.5~1 ~0.2 1~2 2~4 4~8m 言十
ブナ稚樹伐2前 %63(本(1/m.00z)) ……0.0…6………………………本1m2 •••••. …・ 0.06 
当年生伐13後 6.3( 2.00) 0.13 0.13 
プナ 稚樹伐2前 6.3( 1.00) 0.06 0.06 
多年 生伐13後 81.3( 4.23) 3.13 0.31 3.44 
伐2前 100.0( 5.13) 5.13 5.13 サ サ伐13後 100.0( 4.44) 4.44 4.44 
伐2前 100.0(29汎) 13.37 11.63 3.19 0.75 0.31 0.06 29.31 
低・高木I 伐13後 100.0(22.31 ) 7.19 10.18 2.50 1.69 0.50 0.25 22.31 
増&滅 "8.32 1.32 "7.00 
伐2前 100.0(29.38) 13.44 11.63 3.19 0.75 0.31 0.06 29.38 
低・高木E 伐13後 100.0(25.75) 10.31 10.50 2.50 1.69 0.50 0.25 25.75 







林冠孔隙度0.14 0.30…・・・・・・…..・H ・H ・H ・.0.27
































本格的調査は伐13後(豊翌)になったが3 その結果は表-5のとおりである. a) この表
に示した伐13後の多年生稚樹は，上記の予備調査および表-1によれば，伐6後に発生した
10年生である.そ して， b)低 ・高木Iの状態としては，伐2前からみればp 林床階の上






































第3ベル ト (記号 :林分l¥!， B3) 緩やかな酋向斜面を南北に横ぎる もので，長さ 86m
幅 1m.ベルトに沿う傾斜は大部分が平坦.南端は台地の肩部(高さ約5m)にあたり，それ
より南方は一段と低くて聞いた地形.北端に近い部分は，しだL、に下って小沢(ふだんは，
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区分 I…81.8 H …94.4% 
でp どの区分でも著しく高率である.
2)平均本数の比較 表ー ?と表-8から 1m2当たり平均本数を求めて比較すれば，どの区
分でも p 伐13後の多年生稚樹が増えている.
































第 1ベル トの場合と同様p ササおよび低・高木1，nにまとめて，それぞれの出現率と高階
0.22 0.12 



















































































































































言十 10 10 11 7 
71 
注:表-2の注参照、



























樹 種 調査年 出現率(本数)
0.2~ 0.5 0.5~1 -0.2 1-2 2-4 4-8m 言十
プナ 稚樹伐2前
9%3.9(本(26/m392))-H2・4.7・'9………………………本1m2..........24:79 
当年生(秋末) 90.9( 6.43) 5.85 (年内生存率23.6%) 5.85 
伐13後 18.2( 2.50) 0.45 0.45 
ブナ稚樹伐2前 69.7( 4.65) 2.39 0.82 0.03 3.24 
多年生伐13後 100.0(15.27) 8.30 5.48 1.30 0.18 15.27 
伐2前 93.9( 4.68) 4.39 4.39 サ サ伐13後 100.0( 5.79) 5.79 5.79 
伐2前 97.0(19.16) 5.48 10.03 2.58 0.36 0.12 18.57 
低・高木I 伐13後 90.9(18.77) 5.97 8.21 1.70 0.67 0.42 0.09 17.06 
増 A滅 ，2.21 0.70 "1.51 
伐2iI 100.0(21.82) 7.88 10.85 2.61 0.36 0.12 21.82 
低・高木E 伐13後 100β(32.3) 14.27 13.70 3.00 0.85 0.42 0.09 32.33 
増&減 9.63 0.88 10.51 
注:伐2前(豊翌)には7月(発生)と11月下旬(秋末)，‘伐13後(豊翌)には7月言苛査，低 ・高木iは，
低木2'低木"高木2'ブナ以外の高木aを包括じたもの.低・高木Eは，同Iにブナの多年生
稚樹を加えたもの.枠は 1x1 m，区分Iは枠 1-39.
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32 山形大学紀要(農学)第9巻第4号






















木1m2 で多いが，これは陰性かっ繊細なツルシキミ ，ヒメモチの類が高階~0.2， 0.2~0.5m 
に多いためであり，それ以外のものをみれば，10.24本1m2で少ない(区分Eでは12.08本/
m2). さらに，垂直的にみればp 高階 1m以上の低 ・高木Iはきわめて少なししかも大部








































0.2~ 0.5 0.5~1 ~0.2 1~2 2~4 4~8m 五十
ブナ稚樹伐2前
7%3.7(本(14/m.892) …1…0.97・H ・H ・H ・..……………本Im2..........;u.;ij
当年生(秋末) 52.6( 1.80) 0.95 (年内生存率 8.7%) 0.95 
伐13後 2.6( 1.00) 0.03 0.03 
ブチ稚樹伐2前 34.2( 1.85) 0.45 0.16 0.03 0.63 
多年生伐13後 92.1 ( 6.74) 3.89 2.03 0.18 0.11 6.21 
伐2前 73.7 ( 3 ~39) 2.50 2.50 サ サ伐13後 100.0( 6.11) 6.11 6.11 
伐2前 97.4(13.86) 3.84 5.74 2.66 0.89 0.34 0.03 13.50 
低・高木I 伐13後 100.0( 13.87) 3.13 5.34 2.82 1.63 0.84 0.11 13.87 
増 a減 "0.95 1.32 0.37 
伐2前 100.0(14.13) 4.29 5.89 2.68 0.89 0.34 0.03 14.12 
低・高木E 伐13後 100.0(20.08) 7.03 7.37 3.00 1.74 0.84 0.11 20.09 







伐採前の区分Eでは， a)孔隙度0.05の密な林冠で上方が覆われて， b)ササや低 ・高
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4. かくして，伐2前から伐13後にいたる稚樹の発生一生存の良否の経過を検討したと
ころによれば，本報では，次の 4つのケースが認められた.






1)農林省山林局 :プナ林の施業参考資料 p.109-13τ，1938 




4)一一一:向上一一同上(2) 日本林学会誌36巻3号 p.76-78，1954 
5)←ー:向上 向上(3) 同誌向巻7号 p.195-:199， 1954 






10)菊池捷治郎:木境鳥海国有林のプナ林を見て 日本林学会東北支部第9回大会講演集， 1958 




1. Das Verfahr巴nder Lockerung des Kronenschlusses ist anwendbar gegen 
den Fall， das Naturbeasmung nicht gunstig wegen des dichten Kronenschlusses 
ist. Auf dieser Ansicht ist der Bestand IV， der den auseist dichten Kronenschluβ 
hat， als die prazisen Versuchsfiache gewahlt. 
2. In dieser Arb巴itwerden zwei ewige Probestreifen (B1 und B2) in dem 
Bestand IV， auf dem der dichte Kronenschlus schwach gelockert worden ist， wie 
folgt untersucht : 
1) der Verlauf der Entstehung und des Bestehens d巴rJ ungwuchse von 2 
Jahre vor Hieb (2 v. H.) bis 13 Jahre nach Hieb (13 n. H.)， 
2) di巴 Beziehungzwischen den Mengen von Sasa， Straucher und Jung-
wuchse der Baume und dem Verlauf. 
Die jede Menge ist als Faktor gewahlt， der irgendwelche Einfiusse auf den Erfolg 




Diese Untersuchung ist ein Glied in der Kette des ganzen Forschungssystems 
uber die Naturverjungung im Bereich vom Kahlhieb bis zur schwachen Lockerung 
des Kronenschlusses. 
3. Auserdem ，ist die Beziehung zwischen dem Verlauf und System der 
Vorverjungung untersucht， die von den fortschrittenen Landern eingefuhrt worden 
ist. 
Der Grund， das die 巴ingefuhrten，verschiedenen Betriebssysteme sich in 
Buchenbestande in ]apan noch nicht eingeburgert haben， ist nichts anders als 
Unvollkommenheit der bisherigen Untersuchunguber den Verlauf der Naturbe・
samung. 
4. Der Verlauf der Entst巴hungund des Bestehens der ] ungwuchse der Buche 
von (2v. H.) bis (13 n. H.) wird gezeigt als folgende vier Falle : 
1) (E-)d一一V.H. und B. H.一→ (E+・B+)一→(B+:E一)
2) (E+・B-)一-B.H.一→(E+・B+ト→(B+: E-) 
3) (E+. B+ )-B. H.ー→(E+・B++)ー→(B++:E一)
4) (E一)z一一ーL(H)一→(E-)z一一-W(E.S.)一一'>(E+・B+)---4(B+ : Eー).
+ : gunstig(z. B. E+: gunstig fur Entstehung) 
+ + : sehr gunstig 
-: nicht gunstig 
E : Entstehung 
B : Bestehen 
d : im dichten Bestand 
z : imdunnen Bestand 
V. H. : Vorbereitungshieb 
B. H. : Besamungshieb 
L : Lockerung 
H: Hieb 
W : Wiederschlieβung 
E. S. : Entwicklung deroberen Stufe uber der Hohe der Straucher 
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